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2
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

さん

昨年は、古事記編纂１３００年を迎えた記念の年であ

り、島根県全体を挙げてのイベント「神話博しまね」

は大盛況のうちに幕を閉じました。

安来市も、国生み神話ゆかりの比婆山をはじめ、神

話にちなんだイベントが大きなにぎわいを創出したほ

か、安来市・雲南市・奥出雲町で組織する鉄の道文化

圏推進協議会主催の「たたらシンポジウム」を東京国

立博物館で開催するなど、安来市の歴史・文化などを

広く発信できたと感じています。今年は、５年に一度

の「尼子一族全国大集会」と「戦国尼子フェスティバ

ル」を９月に開催する予定です。当地ゆかりの勇壮な

武者絵巻を全国に発信する絶好の機会であり、安来市

が古代から悠久と続く歴史のまちとして、認知がさら

に高まることと大いに期待しております。

安来市の歴史・文化・産業などの豊富な資源は、ほ

かにはない、わが市独自のかけがえのない財産であ

り、誇りであります。市民の皆さまには、ぜひ郷土に

愛着と誇りを持っていただき、豊かで活力のあるまち

づくりを皆さまとの協働によって形にしていきたいと

考えています。

皆さまからいただいた負託を胸に、今年も産業振

興、基盤整備、教育、文化、医療、福祉をはじめ、少

子高齢化、中山間地、中心市街地の問題など、行政が

すべきあらゆる諸課題に対し、これまでに積み上げて

きた施策を基軸として全力で取り組む決意です。

新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
英
知
、
情
熱
、

的
確
な
判
断
力
を
持
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
人

生
を
歩
ま
れ
、
将
来
の
安
来
、
日
本
を
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

まな板の上に並んだ七草を、”おはやし”
を唱えながら「トントントン」。しゃもじ
とすりこぎでたたいて厄を払いました。た
たいた後は、七草粥にしてみんなで舌鼓。
今年も元気でいようね。
※やすぎ子ども探検隊「七草体験」。
・撮 影 日 １月７日
・撮影場所 赤江交流センター

今月の表紙
「七草ばやし」

●
平
成
２５
年
安
来
市
成
人
式
（
１
月
３
日
）

年頭に寄せて

信

長市

短

２



式
は
新
成
人
ら
で
組
織
し
た
実
行

員
会
が
企
画
・
進
行
し
ま
し
た
。

か
ず
の
り

第
１
部
は
、本
池
和
教
実
行
委
員

長
が
、「
責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て

歩
ん
で
行
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

て
開
会
。
近
藤
市
長
が
「
地
域
や
社

会
の
一
員
と
し
て
、
力
強
く
、
勇
気

を
持
っ
て
生
き
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
た
ほ
か
、
安
来
節
保
存
会
の
若
手

グ
ル
ー
プ「
Ｓ
Ｏ
Ｗ
〜
想
創
〜
」が
、

安
来
節
の
唄
や
銭
太
鼓
な
ど
を
披
露

し
、
人
生
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

新新
年年
をを
祝祝
うう
雪雪
がが
舞舞
いい
おお
ちち
るる
１１
月月
３３
日日
、、
安安
来来
市市
民民

体体
育育
館館
でで
安安
来来
市市
成成
人人
式式
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。

平平
成成
２２５５
年年
のの
市市
内内
のの
新新
成成
人人
はは

４４
１１
８８
人人
（（
男男
２２
１１
７７
人人
、、
女女
２２

００
１１
人人
））。。
ここ
のの
うう
ちち
、、
式式
にに
はは
、、

スス
ーー
ツツ
やや
振振
りり
袖袖
にに
身身
をを
包包
んん
だだ

３３
６６
９９
人人
がが
参参
加加
しし
、、
同同
級級
生生
やや

恩恩
師師
とと
のの
久久
しし
ぶぶ
りり
のの
再再
会会
をを
喜喜

ぶぶ
とと
とと
もも
にに
、、
新新
成成
人人
とと
しし
てて
のの

決決
意意
をを
新新
たた
にに
しし
まま
しし
たた
。。

第
２
部
で
は
、
新
成
人
ら
が
主
体

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
小
中

学
校
時
代
の
生
活
や
卒
業
ア
ル
バ
ム

な
ど
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

や
、
成
人
と
し
て
思
い
を
述
べ
る
２０

歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
行
わ
れ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
新
成
人
た
ち
が
、
互

い
に
近
況
報
告
や
記
念
撮
影
を
す
る

な
ど
、
会
場
は
華
や
い
だ
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

短
大
に
在
籍
中
、

劇
団
に
入
っ
た
こ

と
で
社
会
と
の
関

わ
り
方
を
意
識
し
始
め
た
日
向
さ

ん
。「
全
体
を
見
越
す
力
を
身
に
つ

け
、
責
任
あ
る
行
動
を
し
た
い
」と
、

成
人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
へ
の
旅

を
通
じ
て
日
本
の

素
晴
ら
し
さ
を
実

感
し
た
安
部
さ
ん
。「
人
の
た
め
自

分
の
た
め
に
が
ん
ば
る
こ
と
が
、
日

本
や
社
会
の
た
め
に
な
る
の
で
は
」

と
、
社
会
貢
献
に
つ
い
て
問
い
掛
け

ま
し
た
。

県
外
で
勉
強
や

部
活
に
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
る

野
坂
さ
ん
。
中
学
校
時
代
、
恩
師
か

ら
授
か
っ
た
言
葉
「
一
意

専
心
」
が
支
え
に
な
っ
て

い
る
と
、
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
ま
し
た
。

成成
人人
へへ
のの
喜喜
びび
、、

大大
人人
とと
しし
てて
決決
意意
をを
新新
たた
にに

平平成成２２５５年年

日
向

順
平
さ
ん

さ よ

司会を務めた（左から）山﨑紗世さん、
あかり

久保田明莉さん、藤井聡さん。

安
部

亮
二
さ
ん

第
１
部

第
２
部

記記
念念
式式
典典

新新
成成
人人
にに
よよ
るる
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ

⑤

①②…再会を喜ぶ新成人たち。
③ …学校時代の恩師も駆けつけ祝福。
④ …「SOW～想創～」が伝統芸能を披露。
⑤ …第二部スタートを飾った高田大介さん。

友人の声援を受け、アカペラで熱唱。

①

②

野
坂

真
也
さ
ん

④

③

■
問
い
合
わ
せ

地
域
振
興
課
℡
２３‐
３
０
７
０

３



《
安
来
会
場
》
安
来
市
民
会
館

大
会
議
室

※
３
月
２
日
㈯
と
３
月
１０
日
㈰
は
休
日
受
付
を
実
施
。

《
広
瀬
会
場
》
広
瀬
庁
舎

１
階

《
伯
太
会
場
》
伯
太
庁
舎

市
民
ホ
ー
ル

《
出
張
相
談
会
場
》
７
ペ
ー
ジ
の
申
告
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
学
園
南
１‐

２‐

１
）

※
２
月
２４
日
㈰
と
３
月
３
日
㈰
は
休
日
受
付
を
実
施
。

安
来
市
民
会
館

中
会
議
室

※
受
付
期
間
は
、
２
月
４
日
㈪
〜
２
月
１５
日
㈮

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
学
園
南
１‐

２‐

１
）

※
受
付
期
間
は
、
２
月
８
日
㈮
〜
２
月
１５
日
㈮

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険

会
社
な
ど
が
発
行
す
る
平
成
２４
年
中

に
支
払
っ
た
控
除
証
明
書
が
必
要
で

す
。１６

歳
未
満
の
扶
養
親
族
（
年
少
扶

養
親
族
）
に
対
す
る
扶
養
控
除
（
３３

万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

※
年
少
扶
養
親
族
の
人
数
は
、
住
民

税
の
課
税
判
定
の
際
に
必
要
と
な
り

ま
す
。
対
象
者
が
い
る
場
合
は
、
も

れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親

族
が
同
居
の
特
別
障
害
者
で
あ
る
場

合
、
配
偶
者
控
除
ま
た
は
扶
養
控
除

の
額
に
２３
万
円
を
加
算
す
る
措
置

は
、
特
別
障
害
者
控
除
の
額
に
２３
万

円
を
加
算
す
る
措
置
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。（
年
少
扶
養
親
族
の
扶
養
控

除
廃
止
に
伴
う
改
組
で
す
）

１６
歳
以
上
２３
歳
未
満
の
扶
養
親
族

（
特
定
扶
養
親
族
）
の
う
ち
、
１６
歳

以
上
１９
歳
未
満
の
人
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
上
乗
せ
部
分
（
１２
万
円
）
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
…

松
江
税
務
署

℡
０
８
５
２‐

２１‐

７
７
１
１

（
代
表
電
話
・
自
動
音
声
案
内
）

▼
「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
電
子
証
明
書
」
に
関
す

る
こ
と
…
市
民
課

℡
２３‐

３
０
８
０

▼
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
に
関
す
る
こ
と
…

税
務
課
市
民
税
担
当

℡
２３‐

３
０
４
０

税
の
申
告
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
申
告
会
場
・
受
付

時
間
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
お
よ
び
７
ペ
ー
ジ
の
申
告
カ
レ
ン

ダ
ー
の
と
お
り
で
す
。
３
月
に
な
る
と
申
告
会
場
は
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

－問い合わせ－

税税のの申申告告ははおお早早めめにに

所得税の確定申告・市県民税兼国民健康保険税の申告

申
告
会
場

日（金）２１８ ～３１５

所
得
税
の
確
定
申
告
・

市
県
民
税
兼
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

※土日を除く。

平
成
２４
年
分
の
申
告
に
お
け
る
主
な

改
正
点

月

●
生
命
保
険
料
控
除
に
「
介
護
医
療

保
険
料
控
除
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

●
同
居
特
別
障
害
者
加
算
の
特
例
が

改
め
ら
れ
ま
し
た

日（月）

時９ ～１６時

月申告期間…

所
得
税
の
還
付
（
払
い
戻
し
）
申
告

平
成
２３
年
分
か
ら
の
申
告
に
お
け
る

主
な
改
正
点

受
付
時
間
は
９
時
〜
１６
時

●
年
少
扶
養
親
族
の
扶
養
控
除
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た

●
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
が

一
部
廃
止
さ
れ
ま
し
た

右
記
の
申
告
会
場
（
出
張
相
談
会
場
を
除
く
）
に
は
、

ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
申

告
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

４



①
自
営
業
（
製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
・
建
設
業
な
ど
）
や
農
業
な
ど
の

事
業
収
入
が
あ
る
人
。

②
家
賃
・
地
代
な
ど
の
不
動
産
収
入

や
、
土
地
・
建
物
な
ど
の
譲
渡
収
入

が
あ
る
人
。

③
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

▽
平
成
２４
年
中
に
退
職
な
ど
に
よ
り

年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
場
合
。

▽
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
場
合
。

▽
ア
ル
バ
イ
ト
、
内
職
、
日
々
雇
用

の
人
で
、
給
与
か
ら
税
金
が
引
か
れ

て
い
な
い
場
合
。

▽
満
期
保
険
金
な
ど
の
受
け
取
り

（
一
時
所
得
）
や
定
期
年
金
な
ど
の

個
人
年
金
（
一
般
雑
所
得
）
収
入
が

あ
る
場
合
。

▽
医
療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
。

④
年
金
収
入
の
み
で
、
所
得
税
の
精

算
が
必
要
な
人
。

〈
注
意
点
〉
公
的
年
金
等
の
収
入
が

４
０
０
万
円
以
下
の
場
合
、
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
を
除
い
た
所
得

額
が
２０
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
医
療
費
控
除
な
ど
に
よ
る
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、
申
告
が

必
要
で
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
が
な

く
て
も
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除（
社

会
保
険
料
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
）
を
除
く

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

や
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を

除
い
た
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
市
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

⑤
前
記
①
〜
④
を
除
く
、
課
税
の
対

象
と
な
る
収
入
が
あ
る
人
。（
法
律

に
よ
り
申
告
義
務
が
免
除
さ
れ
て
い

る
所
得
が
あ
る
人
を
除
く
）

●
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
は
、
収
入
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

※
遺
族
年
金
や
障
害
者
年
金
な
ど
の

非
課
税
年
金
の
み
を
受
給
し
、
配
偶

者
控
除
や
扶
養
控
除
の
該
当
で
な
い

人
も
申
告
が
必
要
で
す
。

今
回
の
申
告
は
、
国
民
健
康
保
険

税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
申

告
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

収
入
が
わ
ず
か
で
も
、
申
告
が
な

い
と
所
得
が
低
い
世
帯
に
適
用
と
な

る
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
措
置
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
証
明
な
ど
が
必
要
な

場
合
で
も
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
申
告

は
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
２６
年
１
月
か
ら
、
個
人
で
事

業
（
農
業
を
含
む
）
や
不
動
産
貸
付

な
ど
を
行
う
す
べ
て
の
人
に
つ
い

て
、
記
帳
と
帳
簿
等
の
保
存
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

※
税
務
署
で
は
、「
記
帳
説
明
会
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税

務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が
１
千

万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
特
定
期
間

の
課
税
売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え

る
場
合
は
、
課
税
事
業
者
と
な
り
、

申
告
が
必
要
で
す
。

※
平
成
２５
年
１
月
１
日
以
後
開
始
す

る
年
（
個
人
事
業
者
）
ま
た
は
事
業

年
度（
法
人
）か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
課
税
売
上
高
に
代
え
て
、
特
定
期

間
の
給
与
等
支
払
額
の
合
計
額
で
判

定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
特
定
期
間
…
原
則
、
個
人
事
業
者

は
前
年
の
１
月
１
日
か
ら
６
月
３０
日

ま
で
、
法
人
は
前
事
業
年
度
開
始
日

以
後
６
カ
月
の
期
間
。

父
母
や
祖
父
母
な
ど
の
直
系
尊
属

か
ら
住
宅
取
得
等
資
金
の
贈
与
を
受

け
た
場
合
に
適
用
と
な
る
贈
与
税
の

非
課
税
措
置
に
つ
い
て
、
平
成
２４
年

１
月
１
日
か
ら
平
成
２６
年
１２
月
３１
日

ま
で
の
３
年
間
延
長
さ
れ
る
な
ど
、

制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

国税の申告・納税は、便利なｅ-Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）をご利用ください

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
が
必
要
な
人

●
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対

象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

自宅のパソコンなどからインターネットを経由してご利用できます。
詳しくは、国税庁ホームページ（http : //www.nta.go.jp）をご覧ください。

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
で
す
。

●
住
宅
取
得
等
資
金
に
係
る
贈
与
税

の
非
課
税
措
置
の
拡
充
・
延
長

●
消
費
税
免
税
事
業
者
の
要
件
が
改

正
さ
れ
ま
し
た

申
告
を
し
な
い
と

５



■

控
除
の
種
類
に
よ
り
異
な
る
も
の
■

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
納
付
額
通

知
書
を
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す

医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

（
医
療
費
控
除
）

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

場
合
は
証
明
書
が
必
要
で
す

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の

障
害
者
控
除

①
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

②
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
コ

ピ
ー
不
可
）

③
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
所

得
計
算
の
基
礎
と
な
る
書
類

④
税
務
署
か
ら
申
告
書
な
ど
が
送
ら

れ
て
き
た
場
合
は
そ
の
申
告
書
な
ど

⑤
申
告
者
名
義
の
預
金
通
帳
な
ど
の

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
口
座
振

替
納
付
ま
た
は
還
付
の
た
め
）

⑥
前
年
の
控
え
書
類
一
式
（
市
の
申

告
会
場
で
申
告
を
し
た
場
合
）

各
種
保
険
料
控
除

①
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

で
、
国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
年
金

基
金
掛
金
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金

機
構
が
発
行
す
る
証
明
書
ま
た
は
領

収
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

②
生
命
保
険
料
や
介
護
医
療
保
険

料
、
地
震
保
険
料
な
ど
は
、
保
険
会

社
な
ど
が
発
行
す
る
平
成
２４
年
中
に

支
払
っ
た
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。

平
成
２４
年
中
に
納
付
さ
れ
た
次
の

保
険
税
な
ど
は
、
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
申
告
書
作
成

の
資
料
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
）
に
よ
り
納
付
さ
れ

た
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
（
納
税
義
務
者

で
あ
る
世
帯
主
に
お
送
り
し
ま
す
）

●問
納
税
課
℡
２３‐

３
０
４
３

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
被
保

険
者
ご
と
に
お
送
り
し
ま
す
）

●問
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
５

●
介
護
保
険
料
（
６５
歳
以
上
の
第
１

号
被
保
険
者
に
お
送
り
し
ま
す
）

●問
高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
９
３

自
分
や
家
族
の
た
め
に
支
払
っ
た

医
療
費
は
、
医
療
費
控
除
と
し
て
所

得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
２４
年
中
の
医
療
費
な
ど
の
領

収
書
は
、
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
に

集
計
し
て
か
ら
申
告
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
（
高
額
療
養
費
や
生
命
保

険
な
ど
の
給
付
金
が
あ
る
場
合
も
支

給
を
受
け
た
人
ご
と
に
集
計
し
て
く

だ
さ
い
）。

※
予
防
、
美
容
な
ど
の
目
的
の
も
の

は
除
き
ま
す
。

要
介
護
者
の
お
む
つ
代
の
医
療
費

控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
師
が
発
行

す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

な
お
、
次
の
①
と
②
の
両
方
に
該

当
す
る
人
は
、
市
が
発
行
す
る
証
明

書
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
２
年
目
以
降
と
な
る
人
。

②
「
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
」
に

よ
り
、「
寝
た
き
り
」
と
「
尿
失
禁
」

が
確
認
で
き
る
場
合
。

※
証
明
書
は
、
高
齢
者
安
心
課
（
広

瀬
庁
舎
）
ま
た
は
、
市
民
課
福
祉
健

康
窓
口
（
安
来
庁
舎
）、
伯
太
地
域

セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

●問
高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐
３
２
９
２

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
住
宅

の
新
築
や
増
改
築
を
し
た
と
き
は
、

一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
と
し
て
所
得
税

か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
２５
年
１２
月
３１
日
ま
で
に
居
住

の
用
に
供
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

※
必
要
書
類
は
、
住
宅
を
取
得
し
た

ケ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
松
江
税
務
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

く
て
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、「
寝
た
き
り
度
」「
認
知
症

自
立
度
」
の
程
度
に
よ
り
、
障
害
者

控
除
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
が
障
害
者
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
市
が
発
行
す
る
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要

所得税確定申告・市県民税兼国民健康保険税申告

２１８ ３１５日㈮まで

申
告
に
必
要
な
も
の

事
前
に
書
類
の
準
備
や
集
計

な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

月

住
宅
の
新
築
、
増
改
築
を
行
っ
た

と
き
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）

日㈪から

■

共
通
■

月

６



■

次
の
申
告
を
す
る
と
き
の
お
願
い
■

と
な
り
ま
す
。

※
認
定
書
の
申
請
受
付
窓
口
は
、
高

齢
者
安
心
課（
広
瀬
庁
舎
）ま
た
は
、

市
民
課
福
祉
健
康
窓
口
（
安
来
庁

舎
）、
伯
太
地
域
セ
ン
タ
ー
で
す
。

●問
高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐
３
２
２
３

農
業
所
得
を
申
告
す
る
と
き

農
業
所
得
を
申
告
す
る
人
は
、
領

収
書
な
ど
を
集
計
し
、
収
支
内
訳
書

ま
た
は
月
別
総
括
表
を
作
成
し
て
か

ら
申
告
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
減
価
償
却
台
帳
は
、
市
で
は
管
理

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
個
々
で
作

成
・
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
減
価
償
却
費
自
動
計
算
エ
ク
セ
ル

シ
ー
ト
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

営
業
・
不
動
産
所
得
を
申
告
す
る
と

き
営
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不
動
産

所
得
を
申
告
す
る
人
は
、
領
収
書
な

ど
を
集
計
し
、
収
支
内
訳
書
を
作
成

し
て
か
ら
申
告
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

備 考

９時～１６時

くにびきメッセ

休日受付

くにびきメッセ

休日受付

伯太庁舎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

広瀬庁舎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

市民会館

○

○（税務署）

○（税務署）

○（税務署）

○（税務署）

○（税務署）

○

○

○

○

○休日受付

○

○

○

○

○

○休日受付

○

○

○

○

○

出張相談会場

９時３０分～１６時

・東比田●交

・赤屋●交

・宇波●交（午前）

・山佐●交（午後）

・奥田原●交（午前）

・西谷●交（午後）

・布部●交

・ＪＡやすぎあかえ支所

・ＪＡやすぎみなみ支所

・比田●交

２月１８日㈪

１９日㈫

２０日㈬

２１日㈭

２２日㈮

２３日㈯

２４日㈰

２５日㈪

２６日㈫

２７日㈬

２８日㈭

３月１日㈮

２日㈯

３日㈰

４日㈪

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

９日㈯

１０日㈰

１１日㈪

１２日㈫

１３日㈬

１４日㈭

１５日㈮

平平成成２２５５年年度度市市県県民民税税・・平平成成２２４４年年所所得得税税 申申告告カカレレンンダダーー

■●交は「交流センター」の略。
■（税務署）は、「松江税務署職員と税理士による相談・申告受付日」の略。

※会場は、安来市民会館中会議室。

■くにびきメッセ（松江市）でも申告会場が設けられます。

※期間は、２月８日㈮～３月 15 日㈮の平日、２月 24 日㈰、３月３日㈰。

■申告会場（出張相談所を除く）には、ｅ-Tax コーナーを設置しています。

ご利用の際は、「公的個人認証サービスによる電子証明書」をご用意の上、

会場へお越しください。

※「公的個人認証サービスによる電子証明書」をお持ちでない

人は、事前に市民課で申請の上、取得してください。（電子

証明書の有効期間は３年ですのでご注意ください）

（ ）
午前 … ９時～１１時３０分

午後 …１４時～１６時３０分}

会場

受付時間
月日

７



補
助
金
の
額

・
補
助
対
象
事
業
費
の
３
分
の
２
以

内
で
限
度
額
１
０
０
万
円

・
地
域
文
化
・
歴
史
記
録
保
存
事
業

は
、
補
助
対
象
事
業
費
の
３
分
の
１

以
内
で
限
度
額
１
０
０
万
円

※
事
業
経
費
の
中
に
は
補
助
の
対
象

外
に
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※
事
業
内
容
か
ら
踏
ま
え
て
前
金
払

い
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

交
付
決
定
額
の
３
割
以
内
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
団
体

市
内
に
所
在
す
る
民
間
団
体
。

平
成
２５
年
度
の
募
集

第
１
次
募
集
期
間
は
２
月
１
日
か

ら
２
月
２８
日
ま
で
で
、
４
月
か
ら
６

月
ま
で
に
開
始
す
る
事
業
が
対
象
。

※
市
議
会
３
月
定
例
会
で
平
成
２５
年

度
予
算
の
議
決
が
必
要
な
た
め
、
交

付
決
定
は
４
月
１
日
以
降
で
す
。

申
請
方
法

必
要
書
類
を
市
民
参
画
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
い
た
だ
き
、

市
民
参
画
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
人
づ
く
り
事
業

子
ど
も
の
健
全
育
成
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
会
・
体
験
学
習
な
ど

（
生
ご
み
先
生
の
食
育
講
演
会
・
緑

肥
栽
培
実
験
と
飯
梨
川
を
学
ぶ
集
い

実
施
事
業
・
大
塚
青
少
年
人
づ
く
り

事
業
・
プ
ロ
野
球
教
室
IN
安
来
）

●
ま
ち
づ
く
り
事
業

地
域
お
こ
し
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

（
椿
の
里
づ
く
り
・
社
日
ふ
る
さ
と

祭
り
・
発
掘
あ
る
あ
る
出
雲
風
土
記

IN
の
き
）

●
国
際
交
流
事
業

姉
妹
都
市
交
流
、
国
際
理
解
や
外

国
人
と
の
友
情
を
は
ぐ
く
む
国
際
交

流
教
室
な
ど

●
文
化
振
興
事
業

映
画
鑑
賞
・
演
劇
・
展
覧
会
な
ど

の
文
化
的
催
し
な
ど

（
映
画
「
お
も
い
び
な
」
製
作
上
映
・

や
す
ぎ
和
太
鼓
ま
つ
り
・
桂
吉
弥
落

語
鑑
賞
会
・
山
陰
の
民
謡
舞
踊
で
元

気
発
信
活
動
）

●
環
境
美
化
事
業

河
川
浄
化
・
景
観
整
備
な
ど
の
環

境
美
化
な
ど

●
地
域
文
化
・
歴
史
記
録
保
存
事
業

さ
ん

郷
土
史
等
の
編
纂

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業

集
落
等
の
維
持
・
再
生
の
た
め
に

立
ち
上
げ
た
催
し
な
ど

※
補
助
金
を
活
用
す
る
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
民
参
画
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地地
域域
をを
元元
気気
にに
すす
るる

活活
動動
をを
支支
援援
しし
まま
すす

市市
民民
のの
皆皆
ささ
んん
がが
主主
体体
とと
なな
っっ
てて
実実

施施
すす
るる
、、
地地
域域
をを
元元
気気
にに
すす
るる
活活
動動
をを
、、

市市
がが
支支
援援
しし
まま
すす
。。

皆皆
ささ
んん
のの
熱熱
意意
やや
アア
イイ
デデ
ィィ
アア
をを
生生

かか
すす
たた
めめ
にに
、、
ぜぜ
ひひ
ごご
活活
用用
くく
だだ
ささ
いい
。。

地地
域域
トト
ララ
イイ
アア
ンン
ググ
ルル
事事
業業
補補
助助
金金

■■

問問
いい
合合
わわ
せせ

市市
民民
参参
画画
課課
……
℡℡
２２３３‐‐

３３
００
６６
７７
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◇
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◇
◇

社社日日ふふるるささとと祭祭りり

こ
ん
な
事
業
が
対
象
で
す

カ
ッ
コ
内
は
２４
年
度
に
行
っ
た
事
業

映映画画「「おおももいいびびなな」」制制作作

ややすすぎぎ和和太太鼓鼓ままつつりり

ププロロ野野球球教教室室

IINN安安来来
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補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

で
限
度
額
２０
万
円（
千
円
未
満
切
捨
て
）

対
象
と
な
る
団
体

広
瀬
地
域
、
伯
太
地
域
お
よ
び
安

来
地
域
の
う
ち
吉
田
地
区
の
自
治
会

と
、同
地
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者

５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
団
体
。

募
集
期
間

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。た
だ

し
、広
瀬
地
域
は
４
月
１
日
以
降
で
す
。

申
請
方
法

必
要
書
類
を
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
広
瀬
・
伯
太
各
地
域
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
い

た
だ
き
、
各
地
区
の
交
流
セ
ン
タ
ー

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
生
活
環
境
の
保
全
及
び
美
観
活
動

事
業河

川
・
道
路
の
清
掃
、
除
伐
事

業
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
公
園
整
備

な
ど

●
生
活
の
安
全
及
び
安
心
活
動
事
業

自
主
防
災
事
業
、
見
守
り
隊
の
新

規
活
動
な
ど

●
イ
ベ
ン
ト
事
業

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置
、
地
域

活
性
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

●
体
育
・
文
化
振
興
及
び
学
習
活
動
事
業

伝
統
行
事
の
保
存
伝
承
、
ふ
る
さ

と
学
習
な
ど

●
市
民
交
流
事
業

地
域
間
交
流
、
世
代
間
交

流
、
都
市
交
流
な
ど

●
そ
の
他
地
域
活
性
化
の
た

め
の
事
業

地
域
活
性
化
の
た
め
の
団

体
立
ち
上
げ
な
ど

※
た
だ
し
、
次
の
事
業
は
対
象
と
し

ま
せ
ん
。

①
実
施
主
体
が
法
人
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
を
除
く
）
の
事
業

②
営
利
活
動
、
政
治
活
動
ま
た
は
宗

教
活
動
と
認
め
ら
れ
る
事
業

③
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
３
カ
年
間

受
け
た
事
業

④
補
助
対
象
経
費
が
７
万
５
千
円
未

満
の
事
業

⑤
市
の
他
の
助
成
を
受
け
て
い
る
事

業

中中
山山
間間
地地
域域
元元
気気
いい
きき
いい
きき
補補
助助
金金
■■

問問
いい
合合
わわ
せせ
……
広広
瀬瀬
地地
域域
セセ
ンン
タタ
ーー

℡℡
２２３３‐‐

３３
２２
００
１１

伯伯
太太
地地
域域
セセ
ンン
タタ
ーー

℡℡
２２３３‐‐

３３
３３
００
３３
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◇
◇
◇

東東比比田田棚棚田田のの景景観観向向上上事事業業

こ
ん
な
事
業
が
対
象
で
す

中
山
間
地
域
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
の
活
動
を
支
援
す
る

補
助
金
で
す
。

広広瀬瀬子子どどもも見見守守りり隊隊

布布部部イイルルミミネネーーシショョンン

平
成
２４
年
度
に
活
用
さ
れ
た
事
業
例

赤赤屋屋地地区区神神楽楽公公演演

吉吉田田ググララウウンンドドゴゴルルフフ大大会会

９



どう

広瀬地区に新春を告げる恒例の正月鼕揃い打ち
が１月３日、ひろせショッピングセンター前で行
われ、地区内から集まった９基の鼕が、勇壮な音
をまち中に響かせました。
一年の招福や地域の発展などを願い開催される
この行事は、江戸時代から伝わる伝統行事。雪交
じりの寒風吹き荒れる中、各自治会の有志らが力
強く鼕を打ち鳴らし、見物客とともに新年の訪れ
を祝いました。
「わくわくクラブ」の一員として初めて参加し
た横地のぞみさん（広瀬小１年。写真中央）は、「合
わせるのが難しかったけど、そろったときの音が
すごかった。また参加したい」と話し、鼕を打つ
楽しさを体感していました。

第 59 回赤屋元旦マラソン大会が１月１日、同

交流センターを発着点とするコースで行われ、地

区住民ら約 40 人が、ランニングやウオーキング

の各種目に参加して、すがすがしい汗を流しまし
のぶとし

た。同地区体育協会（山本誠明会長）主催。

新年の幕開けに健康を願い、体力づくりと親睦

を目的とするこの大会は、天候がどんなに悪くて

も毎年実施されている恒例行事です。

25 歳から 40 年連続参加の三輪重美さんは、「１

年間、元気でいられるように」と抱負を語り、気

持ちを新たに走り初めを楽しみまし

た。
雪が積もったコースを元気一杯スタート。ゴール後

は、雑煮が振る舞われ、ビンゴゲームも行われました。

１０



県内の小中学生が、これまでの学習で身につ

けた算数・数学の力を活用して数学的な問題に

挑戦する、平成 24 年度「しまね数リンピック」

（県教育委員会主催）が 10 月 28 日に行われ、
とものり

赤江小学校６年の三島智訓さんが小学校個人の

部で最高得点を挙げ、最優秀賞を受賞しました。

この大会は、学力向上を目的に平成 21 年度か

ら実施され４回目（今回の参加者は 890 人※同

部門は 147 人）。三島さんは、「難しかったけど、

学校や自宅で祖父と勉強してきたので自信はあ

りました」と、日ごろの学習の成果が発揮でき

た結果に笑顔を見せていました。

獅子などが家々を訪れて無病息災を願う、「ほと

ほと神事」が１月５日、母里地区で行われました。

この神事は、江戸時代後期に始まったとされる正

月行事で、新町と本町の６自治会が毎年交替で行っ

ています。今年は、本町下Ｂの約 20 人が行列を組

み、太鼓を鳴らしながら「ほとほと」と言って巡行。
ぬさ み き

幣やお神酒を手にした人と獅子頭をかぶった人が各

家の玄関に入り、家の人におはらいをして歩きまし

た。また、子どもが獅子に頭をかんでもらうとご利

益があるとされ、喜んで頭を差し出す子がいれば、

獅子の顔に驚いて泣いてしまう子もあり、にぎやか

な声に包まれていました。

間
近
で
見
る
獅
子
は
迫
力
満
点
。
怖
く
て
表
情
を

こ
わ
ば
ら
せ
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

参
加
部
門
の
平
均
点
は
３９
・
６
点
と
、
難
易
度
の
高

い
問
題
が
出
題
さ
れ
る
中
、
三
島
さ
ん
は
９２
点
を
挙

げ
、
見
事
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

１１



県
道
沿
い
千
代
富
橋
付
近
の
交
差
点
に
設
置
さ

れ
た
、
高
さ
約
３
メ
ー
ル
の
手
作
り
門
松
。

年の瀬も迫る 12 月 25 日、宇賀荘町老人クラブの皆

さんが、同地区の玄関口になる県道沿いに、交通安全

や五穀豊穣、無病息災を願う門松を設置しました。

この取り組みは、見通しの悪い県道交差点の事故防

止を目的に平成 22 年から始まったもので、今では地

区の風物詩となっています。

門松は、高さ約３メートル。縁起物のマツ・タケ・

ウメやセンリョウ、クマザサなど地元で採取したもの

を使い、１対を約１時間で手際よく仕上げました。同

クラブの安部信之会長は、「来年は、誰もが良い年になっ

てもらいたい」と、輝かしい新年へ願いを込めました。

市内の特別養護老人ホーム４施設と島根総合福

祉専門学校で組織する「安来市介護人材を育てる

会」（中村高志会長）が 12 月 16 日、同校で３回

目となる介護教室を開催し、参加した市民 20 人

が、在宅介護の基本について学びました。

教室では、介護現場で働くスタッフが講師とな

り、「介護される人・する人お互いにとっての快

適な排泄介助の方法」を手ほどき。実技を体験し

た参加者からは、「信頼関係が大切」、「義母を尊

敬し介護したい」などの声があり、在宅介護につ

いての意識を高める機会となっていました。

長年にわたり、火災予防の少年夜警活動を

行っている吉佐町子供会に対し、消防本部か

ら感謝状と記念品を贈呈しました。

吉佐町子供会は、小学生以上の児童らで構

成され、地元で火災予防を呼び掛ける活動に

取り組んでいます。その活動は、実に 50 年以

上続いており、地域防火に一役買っています。

消防本部では、吉佐町子供会の活動に対し、

ほかの地域でも同様の取り組みが芽吹いてく

れればと期待を寄せています。全校児童の前で感謝状を受け取る、吉佐町子供会

の皆さん。（１２月１３日、島田小学校）

１２



新新着着図図書書紹紹介介

宦官 三田村泰助

ヘンな日本美術史 山口 晃

その日本語、お粗末ですよ！

タカハシマコト

ぬけまいる 朝井まかて

カンパニュラの銀翼 中里友香

少しだけ、おともだち 朝倉かすみ

幕が上がる 平田オリザ

〈お子さんのほん〉

インカの村に生きる 関野吉晴

ふたつの月の物語 富安陽子

博物館の一日 いわた慎二郎

戦国大名 尼子氏の興亡

島根県立古代出雲歴史博物館

石見神楽面への想い 柿田勝郎

無用の隠密 未刊行初期短編

藤沢周平

七つの会議 池井戸潤

〈お子さんのほん〉

わたしはガリレオ

ボニー・クリステンセン

まどれーぬちゃんとまほうの

おかし 小川 糸

みつよのいた教室 たからしげる

眩談 京極夏彦

沈黙のひと 小池真理子

週末カミング 柴崎友香

冷血 上・下 高村 薫

孤愁 新田次郎

ライフ・アンド・デス 藤田宜永

維新銃姫伝 藤本ひとみ

逆回りのお散歩 三崎亜記

〈お子さんのほん〉

どっかんだいこん いわさゆうこ

まゆげちゃん 真珠まりこ

パンやのろくちゃんだからね

長谷川義史

安来市・雲南市・奥出雲町で組織する、「鉄の

道文化圏推進協議会」主催の「たたらシンポジウ

ム 2012」が 11 月 10 日、11 日の２日間、都内で

開かれ、講演やたたら操業体験などを通し、この

圏域に受け継がれている日本古来の製鉄技術「た

たら製鉄」の歴史や魅力を発信しました。
にっ

初日は、たたら技術の保存継承に取り組む、日
とう ほ む ら げ

刀保たたら村下の木原明氏らが講演。たたら製鉄

は、人と自然との共生により続いてきた技術体系

で、日本の伝統文化の象徴であると伝え、たたら

製鉄を保全する価値について紹介しました。

和鋼博物館公開講座が 11 月

18 日、同館で開かれ、日立金属

株式会社安来工場の長谷川正人

工場長が、「なぜ当地で鋼づくりが続いているのか」を演題に講演を行いました。

講演では、同工場で製造する高級特殊鋼「ヤスキハガネ」の誕生にふれ、「中国

山地の良質な砂鉄と豊富な森林資源によって、この地に鉄が生まれ、多くの産業や

文化が培われたことが背景にあり、以来、鋼を愛する多くの人びとが集う地域となっ

た」と解説。その上で、「（同工場は）先進的な技術と卓越した技能を高めつつ、社

会に必要な高度の製品群を提供している。鋼づくりは人づくりであ

り、その思いがある限り、鋼づくりが続いていくと信じています」と、

熱のこもった話で聴衆を引きつけていました。

℡３７－００５０

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３２－４４５５

東京国立博物館で開催された「たたらシンポジウム

２０１２」

図書館からのお知らせ

℡２２－２５７４
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難
聴
児
補
聴
器
購
入
助
成
事
業

●申
●問
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
セ

ク
シ
ョ
ン
℡
２３‐

３
２
１
６

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付

対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等

度
の
難
聴
児
に
対
し
て
、
補
聴

器
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象

１８
歳
未
満
で
身
体
障
が

い
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
人
。
（
医
師
の
意
見
書
が

必
要
で
す
）

助
成
額

補
聴
器
購
入
費
（
左

記
の
基
準
額
が
上
限
）
の
３
分

の
２（

千
円
未
満
切
り
捨
て
）
。

基
準
額
（
１
台
当
た
り
）

▽
ポ
ケ
ッ
ト
型
…
５
万
５
８
０

０
円

▽
耳
か
け
型
…
６
万
７

３
０
０
円

▽
耳
あ
な
型
（
レ

デ
ィ
メ
イ
ド
）
…
８
万
７
０
０

０
円

▽
耳
あ
な
型
（
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
）
…
１３
万
７
０
０
０

円

▽
骨
導
式
ポ
ケ
ッ
ト
型
…

７
万
１
０
０
円

▽
骨
導
式
眼

鏡
型
…
１２
万
円
。

観
光
交
流
プ
ラ
ザ
に
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
（
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
）
を
設
置
し

ま
し
た

●問
商
工
観
光
課
℡
２３‐

３
３
４
６

観
光
交
流
プ
ラ
ザ
（
Ｊ
Ｒ
安

来
駅
隣
接
）
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
接
続
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
と

共
同
で
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
機
器
を

試
験
的
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

注
意
点

▽
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す

▽
接
続
者

数
等
に
よ
り
、
つ
な
が
り
に
く

い
場
合
が
あ
り
ま
す

▽
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
技
術
規
格
に
よ
り
、

接
続
で
き
な
い
機
種
も
あ
り
ま

す

▽
障
害
対
応
に
よ
り
予
告

無
く
保
守
を
行
い
ま
す
。
そ
の

際
、
一
時
的
に
利
用
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▽
試

験
期
間
は
、
平
成
２５
年
３
月
末

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
き薪
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す

●問
処
理
施
設
管
理
セ
ン
タ
ー

℡
２７‐

０
０
６
８

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、

市
の
処
理
施
設
に
搬
入
さ
れ
た

も
の
の
中
か
ら
、
樹
木
で
作
っ

た
薪
を
、
希
望
者
（
事
業
者
を

除
く
）
に
無
料
で
お
譲
り
し
ま

す
。
（
先
着
順
）

期
間
・
場
所

２
月
１３
日
㈬
〜

２
月
１９
日
㈫
９
時
〜
１６
時
（
土

日
は
除
く
）
、
清
瀬
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

▽
当
日
、
持
ち
帰
り

い
た
だ
く
こ
と
が
条
件
で
す
（

電
話
予
約
や
取
り
置
き
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
）

▽
引
き
渡
し

量
は
制
限
が
あ
り
ま
す
（
軽
ト

ラ
ッ
ク
１
台
分
程
度
ま
で
）

新
町
駐
車
場
定
期
使
用
者
募
集

●申
●問
商
工
観
光
課

℡
２３‐

３
３
３
５

安
来
町
（
新
町
）
の
市
営
駐

車
場
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

駐
車
区
画
数

４１
区
画
。

使
用
料

月
額
４
２
０
０
円
。

契
約
期
間

４
月
１
日
〜
平
成

２６
年
３
月
３１
日

申
込
期
限

２
月
２２
日
㈮

そ
の
他

申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●申
●問
建
築
住
宅
課

℡
２３‐

３
２
３
０

広
瀬
町
地
内
に
建
設
を
進
め

て
き
た
市
営
住
宅
「
石
原
町
帳

団
地
」
の
最
後
の
２
棟
が
完
成

し
ま
す
の
で
、
低
所
得
者
を
対

象
に
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
戸
数
・
家
賃

３
Ｄ
Ｋ
ガ

ス
棟
２
戸
、
２
万
８
６
０
０
円

〜
４
万
２
６
０
０
円
。

受
付
期
間

２
月
１２
日
㈫
〜
２

月
２２
日
㈮

入
居
予
定
日

４
月
１
日

そ
の
他

▽
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選

▽
詳
し
く
は
、
募
集

要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
要
項
・
申
込
書
は
、
建
築
住

宅
課
（
広
瀬
●庁
）、総
合
案
内
（
安

来
●庁
）
、
伯
太
●地
に
設
置
。

「
し
ま
ね
版
特
区
」
申
請
受
付

●申
●問
島
根
県
地
域
政
策
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
９
５
７

「
し
ま
ね
版
特
区
」
は
、
地

域
活
性
化
の
た
め
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
事
業
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
規
正
に
よ
り
実
施
が
困
難

な
と
き
に
、
規
正
の
特
例
措
置

を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

実
現
を
図
る
制
度
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住
民
グ
ル
ー
プ
、

民
間
企
業
な
ど
、
ど
な
た
で
も

申
請
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

１
月
３１
日
㈭
ま
で

（
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
受
付

期
間
に
関
わ
ら
ず
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
）

島根県内の医療機関・調剤薬局で

乳幼児医療資格証が使用できます

これまでは、市外の医療機関

で受診された場合、医療機関や

調剤薬局の窓口で、窓口負担分

（上限：入院 2,000 円、外来 1,000 円）

を一旦お支払いいただいておりました

が、２月からは、医療機関などの窓口

で、健康保険証にあわせて乳幼児医療

資格証を提示していただくことで、窓

口負担が無くなります。

詳しくは、保険年金課までお問い合

せください。

平成２５年２月１日から

●問保険年金課
℡２３‐３０９４

行行

政政

１４



自
衛
官
の
募
集

●申
●問
自
衛
隊
松
江
募
集
案
内
所

℡
０
８
５
２‐

２４‐

６
５
３
７

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
、
技
術

幹
部
候
補
生

応
募
資
格

▽
日
本
国
籍
を
有

し
、
平
成
２６
年
４
月
１
日
現
在

で
２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
者
（

２２
歳
未
満
の
者
は
大
学
卒
※
見

込
含
む
）
、
大
学
院
修
士
課
程

修
了
者
等
（
見
込
含
む
）
は
２８

歳
未
満
の
者
。

受
付
期
間

２
月
１
日
㈮
〜
４

月
２６
日
㈮
（
必
着
）

試
験

▽
１
次
試
験
（
筆
記
）

…
５
月
１１
日
㈯
（
場
所
は
受
付

時
に
通
知
）
※
飛
行
要
員
希
望

者
は
、
操
縦
適
性
試
験
も
あ
り

（
５
月
１２
日
㈰
）

▽
２
次
試

験
の
日
時
等
は
、
１
次
試
験
の

合
格
者
に
通
知
。

採
用
時
期

平
成
２６
年
３
月
下

旬
か
ら
４
月
上
旬
。

●
予
備
自
衛
官
補

応
募
資
格

▽
一
般
公
募
…
１８

歳
以
上
３４
歳
未
満
の
者
（
平
成

２５
年
７
月
１
日
現
在
）

▽
技

能
公
募
…
１８
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
な
ど
を
保
有
す
る
技
能

に
応
じ
５３
歳
〜
５５
歳
未
満
の
者

（
平
成
２５
年
７
月
１
日
現
在
）
。

受
付
期
限

４
月
３
日
㈬
（
必

着
）

試
験

▽
試
験
日
…
４
月
１２
日

㈮
か
ら
４
月
１５
日
㈪
ま
で
の
う

ち
指
定
す
る
１
日

▽
場
所
…

一
般
公
募
が
出
雲
駐
屯
地
、
技

能
公
募
は
伊
丹
駐
屯
地
ま
た
は

海
田
市
駐
屯
地
。

採
用
時
期

平
成
２５
年
７
月
１

日

く
に
び
き
学
園
（
東
部
校
）
新

入
生
募
集

●問
く
に
び
き
学
園
東
部
校

℡
０
８
５
２‐

３２‐

５
９
６
２

生
き
が
い
・
仲
間
づ
く
り
と

地
域
活
動
参
加
の
た
め
の
知
識

を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。

対
象

県
内
に
在
住
す
る
６０
歳

以
上
の
人
で
、
地
域
活
動
に
関

心
が
あ
っ
て
卒
業
後
に
参
加
す

る
意
欲
の
あ
る
人
。
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
、
５８
歳
以
上

の
人
で
も
可
）
※
年
齢
は
平
成

２５
年
４
月
１
日
時
点
）

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
）

内
容

総
合
講
座
お
よ
び
専
門

講
座（
社
会
文
化
、
園
芸
、
陶
芸
、

健
康
福
祉
の
４
科
か
ら
選
択
）

修
学
期
間

４
月
か
ら
平
成
２７

年
３
月
ま
で
の
２
年
間
（
年
間

の
登
校
日
数
は
４０
日
程
度
）

授
業
料
な
ど

▽
入
学
金
１
万

円

▽
授
業
料
年
額
１
万
８
千

円（
資
料
代
・
教
材
費
は
別
途
）

申
込
期
限

２
月
２８
日
㈭

そ
の
他

募
集
要
項
な
ど
は
、

各
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議

会
、
く
に
び
き
学
園
東
部
校
に

設
置
。

●
学
園
祭
を
開
催
し
ま
す

学
園
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
日

２
月
２
日
㈯
〜
３
日
㈰

場
所

く
に
び
き
学
園
東
部
校

内
容

作
品
展
示
・
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
演
芸
、
陶
芸
作
品
販

売
・
お
茶
席
な
ど
。

投票結果

最高裁判所裁判官
国民審査

１６，２６４人

１８，２００人

３４，４６４人

１０，８３３人

１１，５８８人

２２，４２１人

６６．６１％

６３．６７％

６５．０６％

比例代表

１６，２７０人

１８，２１４人

３４，４８４人

１１，０３９人

１１，８００人

２２，８３９人

６７．８５％

６４．７９％

６６．２３％

小選挙区
（島根県第１区）

１６，２７０人

１８，２１４人

３４，４８４人

１１，０３９人

１１，８０３人

２２，８４２人

６７．８５％

６４．８０％

６６．２４％

男

女

計

男

女

計

男

女

計

有権者数

投票者数

投 票 率

開票結果

小選挙区（島根県第１区）

得票数

６，３３７票

１，６４０票

１４，３０６票

５５９票

２２，８４２票

候補者の氏名

こむろ 寿明

吉儀 けい子

細田 博之

無効投票

計

比例代表

得票数

１２６票

１，１１５票

４，６０８票

８，３５１票

９５８票

２，９４３票

３，０６１票

４２８票

６８５票

５６４票

２２，８３９票

政党等の名称

幸福実現党

日本共産党

民主党

自由民主党

みんなの党

日本維新の会

公明党

社会民主党

日本未来の党

無効投票

計

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

●問選挙管理委員会事務局 ℡２３‐３１３５

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査

平成２４年１２月１６日執行

投開票結果 －安来市投開票区－
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縁
結
び
就
職
面
接
会

●問
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

℡
０
１
２
０‐

６７‐

４
５
１
０

企
業
の
採
用
担
当
者
と
の
就

職
面
接
会
で
す
。

日
時

３
月
３
日
㈰
１３
時
〜
１６

時
３０
分

場
所

島
根
県
民
会
館

対
象

３
月
に
大
学
等
卒
業
予

定
者
、
大
学
等
卒
業
後
３
年
以

内
の
未
就
職
者
。

参
加
企
業

２
月
中
旬
か
ら

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
７
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
７
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
２１
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
２１
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２１
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

２
月
１３
日
㈬
１３

時
１５
分
〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時

間
）
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

平
成
２４
年
度
の
対
象
者
（
２

〜
４
期
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

接
種
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
人

は
、
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

▽
２
期
…
平
成
１８
年
４

月
２
日
〜
平
成
１９
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▽
３
期

…
平
成
１１
年
４
月
２
日
〜
平
成

１２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子

さ
ん

▽
４
期
…
平
成
６
年
４

月
２
日
〜
平
成
７
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
。

接
種
期
間

３
月
３１
日
ま
で
（

接
種
期
間
内
は
無
料
）

そ
の
他

▽
対
象
者
に
は
個
別

に
ご
案
内
し
て
い
ま
す

▽
麻

し
ん
、
風
し
ん
の
両
方
に
か

か
っ
た
人
は
、
接
種
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
（
ど
ち
ら
か
一

方
に
か
か
っ
た
人
は
、
こ
の
混

合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
）

妊
婦
歯
科
検
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

２
月
２４
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
１１
月
〜
１
月

に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
人
。
（
対
象
者
に
は
、
１

月
中
に
予
約
票
な
ど
を
お
送
り

し
ま
す
）

内
容

歯
科
検
診
、
歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
検

診
票
、
予
約
票
、
ア
ン
ケ
ー
ト
。

発 効 日

平成２４年１０月１４日

平成２４年１２月１２日

平成２４年１２月２７日

平成２４年１２月３０日

平成２４年１２月２８日

平成２４年１２月２９日

平成２２年１２月１２日

引上額

６円

６円

６円

４円

５円

６円

―

時間額

６５２円

７６３円

７５０円

７００円

７５１円

７２０円

７０４円

件 名

島根県最低賃金

製鋼、製鋼圧延業、鉄素形材製造業

はん用機械器具、生産用機械器具、

業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具製

造業

自動車・同付属品製造業

自動車（新車）小売業

百貨店、総合スーパー

産
業
別
最
低
賃
金

イベント情報
QRコード

島根県内の事業所で働く皆さんの最低賃金が、次のとおり改定されました。

保保

健健

「島根県最低賃金」改定のお知らせ

●問島根労働局賃金室 ℡０８５２‐３１‐１１５８
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離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

２
月
１９
日
㈫

▽
５
〜
６
カ
月
児
…
９
時
４５
分

〜
１０
時
（
受
付
時
間
）
▽
９
〜

１１
カ
月
児
…
１３
時
３０
分
〜
１３
時

４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

２
月
１５
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
健
診
時
に
配
布
）
、
参
加

費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

２
月
１０
日
㈰
９
時
１５
分

〜
９
時
３０
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫
。

内
容

出
産
に
向
け
て
、
産
後

の
生
活
な
ど
の
お
話
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ヨ
ガ
。

申
込
期
限

２
月
８
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル
１
枚
、
参
加
費
１
世
帯
当

た
り
１
０
０
円
。

そ
の
他

運
動
の
で
き
る
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
講
座
」
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

ほ
ん
の
ひ
と
と
き
、
お
母
さ

ん
が
育
児
か
ら
離
れ
、
ほ
っ
と

で
き
る
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

２
月
１２
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

持
ち
物

参
加
費
５
０
０
円
、

洗
面
器
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
２

枚
。

そ
の
他

託
児
あ
り
（
人
数
制

限
が
あ
り
ま
す
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
親
子
で
楽
し
く
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ケ
ア
」
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た

り
、
歌
っ
た
り
、
楽
器
や
バ

ル
ー
ン
を
使
っ
て
親
子
で
音
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

２
月
２８

日
㈭
１０
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分
、
広
瀬
●健

接種回数

４回

３回

２回

１回

２７日以上の間隔で生後
１２カ月までに３回接種。
その後、追加分として６０日
以上の間隔をおいて生
後１２～１５カ月時に１回接
種。

２７日以上の間隔で２回
接種。その後、追加分と
して６０日以上の間隔を
おいて１回接種。

１歳～２歳未満は６０日以
上の間隔で２回接種。

２歳～５歳未満は１回の
みの接種。

小児用肺炎球菌ワクチン
接種回数

４回

３回

１回

ヒブワクチン

４～８週の間隔で３
回接種。その後、追
加分としておおむね
１年後に１回接種。

４～８週の間隔で２
回接種。その後、追
加分としておおむね
１年後に１回接種。

１回のみの接種。

１回目の接種開
始月齢（年齢）

生後２カ月
～７カ月未満

生後７カ月
～１歳未満

１歳
～５歳未満

電話番号

３２‐２１２１

３２‐２４３６

３２‐２４３９

３７‐１１２５

３８‐０６３４

医療機関名

安来市立病院

河村医院

朝山医院

常松医院井尻診療所

常松医院赤屋診療所

電話番号

２２‐２０６５

２３‐１２３６

２７‐０８８８

２２‐２４８６

２８‐６６８８

医療機関名

吉岡病院

杉原医院

杉原医院大塚分院

渡部医院

金藤内科小児科医院

接種日に生後２カ月から５歳未満の人。（市内に住民票があること）

※任意の予防接種です。保護者が同意された場合のみ接種するこ

とができます。

※接種の際は、事前予約が必要です。

母子健康手帳（予診票は医療機関に設置）

ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種

※接種を始める月齢（年齢）によって接種回数は異なります。

乳幼児に死亡または重い後遺症を残す恐れのある、小児細菌

性髄膜炎の予防接種です。

平成 25 年３月 31 日まで（期間中は接種無料）

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

●問子ども未来課 ℡２３‐３２０９

ワクチンの接種回数と標準的な接種期間

市が接種を委託する医療機関

対 象

接種期間

持 ち 物
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安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
・
講
座
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

※
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

２
月
４
日
㈪
・
１８
日
㈪
・

２５
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

１
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
エ
ク
セ
ル

初
級
コ
ー
ス
」（
オ
フ
ィ
ス
２
０

１
０
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
対
応
）

日
時

２
月
２０
日
㈬
・
２１
日
㈭
・

２７
日
㈬
・
２８
日
㈭
（
４
日
間
）
、

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
対
象

▽
定
員
１５
人
（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

日
時
・
場
所

２
月
２１
日
㈭
９

時
〜
１２
時
、
安
来
中
央
●交

内
容

消
費
者
問
題
（
悪
質
商

法
や
多
重
債
務
、
事
業
者
に
対

す
る
苦
情
な
ど
）
。

出
前
安
来
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
無
料
・
要
申
込
）

●問
市
民
相
談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

日
時
・
場
所
（
申
込
先
）

2
月
２６
日
㈫
１３
時
３０
分
〜
１７

時
、
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

内
容

消
費
者
問
題
（
悪
質
商

法
や
多
重
債
務
、
事
業
者
に
対

す
る
苦
情
な
ど
）
、
生
活
に
関

す
る
お
困
り
ご
と
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

・
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

２
月
７
日
㈭
・

１３
日
㈬
・
２５
日
㈪
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な

ど
。

し
ま
ね
東
部
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相

談
会
（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

メ
ー
ルshim

a
ne
-
ess
@
oa
sis
.

ocn
.ne
.jp

日
時
・
場
所

２
月
１４
日
㈭
１１

時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

１５
歳
か
ら
４０
歳
未
満
の

人
ま
た
は
、
家
族
・
保
護
者
。

内
容

就
労
、
社
会
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込
期
限

２
月
１２
日
㈫

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
と
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐

１

８
５
５

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会

場
…
１０
時
〜
１５
時

▽
市
民

相
談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１５
時
３０
分

▽
人
権
施
策
推
進

課
℡
２３‐

３
０
９
５

■絵本の読み聞かせライブ（１０時～１０時３０分）

出演：よしととひうた

■安来市食生活改善推進協議会

・学校給食による試食（１０時３０分～）

■食育講演会（１１時～１２時１０分）

演題：食育は親子のコミュニケーション

～男性の育児家事参画～

講師：PaPaLife 研究所 代表 北 佳弘氏

■保育所・保育園給食レシピの展示、健康相談、

「クイズでぎょぎょ！魚つり」ゲームなど

相相

談談

ｉｎやすぎ

３月３日㈰ ９時３０分～１３時

●申●問子ども未来課 ℡２３‐３２２２

講演会の参加および講演時の

託児は要申込。

食食育育フフェェスステティィババルル

広瀬●健

乳幼児期からの食育につい

て、親子で一緒に楽しみなが

ら考えてみましょう。

食でつなごう 家族の輪
テーマ

日 時

場 所

内 容

その他

教教
室室
・・
講講
座座
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栄
養
相
談
（
要
申
込
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

安
来
市
小
中
学
校
特
別
支
援
学

級
合
同
作
品
展
「
ふ
れ
あ
い
広

場
」

●問
南
小
学
校
・
松
本

℡
２２‐

２
８
０
７

日
時

２
月
１
日
㈮
〜
２
月
４

日
㈪
１０
時
〜
１８
時
３０
分
（
４
日

は
１３
時
ま
で
）

場
所

プ
ラ
ー
ナ
２
階

内
容

児
童
・
生
徒
の
作
品
展

示
、
通
級
指
導
教
室
の
紹
介
、

プ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー
。

島
根
県
立
盲
学
校
作
品
展

●問
島
根
県
立
盲
学
校

℡
０
８
５
２‐

３６‐

８
２
２
１

児
童
生
徒
が
日
々
の
授
業
で

制
作
し
た
陶
芸
、
絵
画
、
習
字

な
ど
の
作
品
を
展
示
。
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
作
品
や
、
点
字

を
書
い
た
り
読
ん
だ
り
で
き
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
時

２
月
８
日
㈮
〜
１２
日
㈫

１０
時
〜
２４
時（
１２
日
は
１４
時
ま
で
）

場
所

今
井
書
店
グ
ル
ー
プ
セ

ン
タ
ー
店（
松
江
市
田
和
山
町
）

第
７
回
安
来
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
募
集

●申
●問
安
来
市
体
育
協
会
（

市
民

体
育
館
内
）
℡
２３‐

１
９
２
３

日
時

２
月
２４
日
㈰
９
時
〜

場
所

伯
太
体
育
館

チ
ー
ム
編
成

男
女
混
合
（
男

２
人
・
女
２
人
）
※
コ
ー
ト
内

に
市
内
に
在
住
（
在
勤
）
す
る

人
が
２
人
以
上
い
る
こ
と
。

部
門

▽
シ
ル
バ
ー
の
部
（
４

人
の
合
計
年
齢
が
２
０
０
歳
以

上
※
最
低
年
齢
者
は
４０
歳
以
上
）

▽
ブ
ロ
ン
ズ
の
部
（
同
１
６
０

歳
以
上
※
最
低
年
齢
者
は
３０
歳

以
上
）

▽
フ
リ
ー
の
部
（
１８

歳
以
上
年
齢
制
限
な
し
）

※
各
部
門
で
３
チ
ー
ム
に
満
た

な
い
場
合
は
、
直
近
の
部
と
統

合
す
る
場
合
あ
り
。
（
年
齢
は

平
成
２５
年
２
月
１
日
時
点
）

参
加
費

１
チ
ー
ム
３
千
円
。

申
込
期
限

２
月
５
日
㈫

第
５
回
Ｔ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
杯
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
募
集

●申
●問
広
瀬
中
央
公
園
事
務
所

℡
℻
３２‐

２
６
７
８

日
時
・
場
所

２
月
１７
日
㈰
９

時
１５
分
〜
（
受
付
９
時
〜
）
、

広
瀬
中
央
公
園
総
合
体
育
館

参
加
資
格

中
学
生
以
上

チ
ー
ム
編
成

男
女
混
合
（
男

２
人
・
女
２
人
）
※
女
性
４
人

で
も
可
。

参
加
料

１
チ
ー
ム
２
千
円
。

申
込
期
限

２
月
８
日
㈮

そ
の
他

申
込
用
紙
は
、
広
瀬

中
央
公
園
事
務
所
に
設
置
。
広

瀬
中
央
公
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

家
族
Ｄ
Ｅ
体
験
サ
ン
・
レ
イ
ク

●申
●問
島
根
県
立
青
少
年
の
家

（
サ
ン
・
レ
イ
ク
）

℡
０
８
５
３‐

６９‐

１
３
１
６

２
日
間
ち
ょ
っ
ぴ
り
ア
ナ
ロ

グ
生
活
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

３
月
１
日
㈮
１７
時
３０
分

〜
２
日
㈯
１５
時
（
１
泊
２
日
）

場
所

県
立
青
少
年
の
家
（
出

雲
市
）

内
容

親
子
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

教
室
、
創
作
活
動
な
ど
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
。

参
加
費

大
人
３
千
円
程
度
、

子
ど
も
２
千
円
程
度
。

募
集
人
員

２０
家
族
程
度
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

募
集
期
限

２
月
１５
日
㈮
１７
時

そ
の
他

申
込
受
付
は
、
電
話

の
み
と
い
た
し
ま
す
。

広
瀬
さ
く
ら
ス
タ
ン
プ
会
「
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
の
廃
止
に
つ

い
て

●問
安
来
市
商
工
会

℡
℻
３２‐

２
１
５
５

広
瀬
さ
く
ら
ス
タ
ン
プ
会
加

盟
店
で
お
買
い
物
を
し
た
際
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
は
、
３
月
３１
日
㈰
を

も
っ
て
廃
止
し
、
２
月
１
日
㈮

か
ら
は
、
新
た
に
シ
ー
ル
式
の

ス
タ
ン
プ
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

※
ま
だ
引
き
換
え
で
な
い
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
は
、
有
効
期
限
ま

で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
満

点
カ
ー
ド
の
金
融
機
関

へ
の
預
け
入
れ
は
１
月

３１
日
㈭
ま
で
と
な
り
ま

す
）

（安来市・境港市共催）

子どものプロフィールなどを持ち寄り、親同士で情報交換。

子どもの結婚を真に望む親同士の代理お見合い。話がまとまれ

ば、本人（子ども）同士のお見合いにつなげることができます。

４０歳ぐらいまでの独身男女の子どもをお持ちの親。

※子どもの同意があることが必要です。本人参加可。

２，０００円（複数人での参加は３，０００円）

※子どもが女性の場合は無料。

ＮＰＯ法人島根出会い・無縁サポート

※申込書は、問い合わせ先に設置。

イイ
ベベ
ンン
トト

２月 13 日㈬ 男女各１５人まで。

●問・企画調整課 ℡２３‐３０５９
・ＮＰＯ法人島根出会い・無縁サポート

℡０９０‐８２４３‐８０８１

米子コンベンションセンター６階

２月２４日㈰１３時３０分～

第６回親の代理お見合い交流会

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

日 時

場 所

対 象

内 容

参 加 費

申込期限

申 込 先

そそ
のの
他他

１９




